
 病児保育 DX ワークショップの開催 （2025.2.22 開催）
開催目的

本学の教職員、理事、厚生労働省の所管となる方、自治体（下野市、栃木県等、こども家庭センター、
ならびに医療や子育て関連部署）関係者、病児保育や子育て支援に興味関心を持つ自治体職員、医療
関係者、市民の方を対象に、以下を目的として病児保育 DX ワークショップを開催した。

1. �厚生労働省・子育て世代の「医療職支援事業」に採択された。採択された事業企画書に「自治体と
地域の施設への病児保育合同説明会の開催」と記載しており、地域の医療機関や保育施設と連携を
強化するための情報交換の場を提供する。

2. �病児保育の問題や課題を整理し、全国に普及可能な支援モデルの議論と情報共有の場を設ける。
3. �地域の方々が利用しやすいように、地域の病児保育の問題と小児科領域の遠隔診療に関する議論と

情報共有の場を設ける。

38女性
15男性
53合計

参加者数

22自治医科大学職員・関係者
16市外医療機関・病児関係
7市内幼稚園・保育園
2市役所関係
1団体職員
3民間企業
2個人
53合計

参加者職種

学内・学内別参加者数
21学内
32学外
53合計

3-4. 病児保育DXワークショップの開催（2025.2.22）

2322 厚生労働省令和6年度子育て世代の医療職支援事業報告書/自治医科大学

XX女性
XX男性
54合計

参加者数

27自治医科大学職員・関係者
15市外医療機関・病児関係
7市内幼稚園・保育園
1市役所関係
1団体職員
3⺠間企業
54合計

参加者職種

学内・学内別参加者数

27学内
27学外
54合計

本イベントには医療機関、保育施設、自治体関係者、市⺠など60名が参加し、病児保育の現状やDX化によ
る課題解決策について病児保育の問題や課題を整理し、全国に普及可能な支援モデルの議論と情報共有する
こと出来た。中村香代子医師による「仕事と育児の両立 〜こどもが病気の時どうする？〜」では、急な子ど
もの病気が家庭と仕事に与える影響について、医療職の視点から事例を交えて説明があった。特に、病児保
育の煩雑な手続きが働く親にとって大きな障壁となっている現状が共有され、柔軟な運営体制と利用者目線
の仕組みづくりの必要性が強調された。園田正樹氏（株式会社グッドバトン）による「地域の病児保育の現
状とこれから」では、全国の病児保育に関する課題を共有した。ICTを活用した予約システム導入事例が紹介
された、病児保育利用のハードルを下げるツールであることを理解した。重要性を実感した。各自のスマー
トフォンで操作するワークショップを行っていただいたが、参加者から「病児保育のスマホでの予約は必須
だと思う」と共感を得た。

1. 厚生労働省・子育て世代の「医療職支援事業」に採択された。採択された事業企画書に「自治体と地域
の施設への病児保育合同説明会の開催」と記載しており、地域の医療機関や保育施設と連携を強化す
るための情報交換の場を提供する。

2. 病児保育の問題や課題を整理し、全国に普及可能な支援モデルの議論と情報共有の場を設ける。
3. 地域の方々が利用しやすいように、地域の病児保育の問題と小児科領域の遠隔診療に関する議論と情報

共有の場を設ける。

開催目的
本学の教職員、理事、厚生労働省の所管となる方、自治体（下野市、栃木県等、こども家庭センター、

ならびに医療や子育て関連部署）関係者、病児保育や子育て支援に興味関心を持つ自治体職員、医療関係
者、市⺠の方を対象に、以下を目的として病児保育DXワークショップを開催した。

さらには門田行史氏により遠隔診療の機器操作するワークショップが行われ、参加者から「思ったより操作
に抵抗はなかった」と評価が高かった一方、導入コストや運用課題への関心も示された。これらを通じて、病
児保育のDX化がもたらす可能性と課題が明確になり、今後の普及モデル構築に向けた議論が深まった。

石川由紀子センター⻑大槻マミ太郎 副学⻑ 坂村哲也下野市⻑

中村香代子氏 園田正樹氏 門田行史氏

病児保育予約サービスの操作をやってみよう 遠隔診療体験-
離れていても聴診器診療が可能に！

ワークショップの様子

大槻 マミ太郎　副学長 石川 由紀子 センター長 坂村 哲也 下野市長



　本イベントには学内の職員、市内外の病児保育・保育施設・医療施設・行政から53名が参加した。
冒頭で石川センター長より、開催概要を説明した。中村氏（総合診療内科医師）による「仕事と育児
の両立 ～こどもが病気の時どうする？～」では、お子さんが病気の時の罪悪感や不安感などの思いを
共有した。“手続きを簡単にしてほしい” “料金面の負担を軽減してほしい”などの保護者の声が紹介さ
れた。　　　　　　　　
　園田氏（株式会社グッドバトン/産婦人科医師）による「地域の病児保育の現状とこれから」で
は、3割の保護者にしか病児保育が利用されていない現状を共有し、ICTは利用しやすくするツールで
あることが紹介された。参加者のスマホに”体験版あずかるこちゃん“をダウンロードし、操作した。
空き状況がすぐにわかり、入力しやすいインターフェイスであることが体験できた。“社会全体で子
育てする社会を目指すべき”との考えを共有した。行政からの参加者からも「ICTの導入支援や周知に
力を入れるべき」と共感を得た。
　門田氏（小児科医師）の「小児科における遠隔診療の活用」では、遠隔診療を用いて、診療から
処方を病児保育内で行い、利用者の出勤時間を早める取り組みの実装研究が紹介された。門澤氏
(SOMPO Light Vortex)　による 「遠隔診療体験～離れていても聴診器診察が可能に！～」では、 
遠隔診療の機器であるTyto CareⓇを用いて各グループで実際に咽頭、鼓膜の観察と、肺音・心音の
聴取を行った。参加者から「映像や心音肺音が鮮明に聞こえる」と驚きの声が挙がった。これらを
通じて、病児保育のDX化がもたらす可能性が明確になり、今後の普及モデル構築に向けた議論が深
まった。

ワークショップの様子

中村 香代子 氏 園田 正樹 氏 門田 行史 氏 門澤 香莉 氏

病児保育予約サービスの操作をやってみよう 遠隔診療体験- 
離れていても聴診器診療が可能に！
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本イベントには学内の職員、市内外の病児保育・保育施設・医療施設・行政から53名が参加した。
冒頭で石川センター⻑より、開催概要を説明した。中村氏（総合診療内科医師）による「仕事と育児
の両立 〜こどもが病気の時どうする？〜」では、お子さんが病気の時の罪悪感や不安感などの思いを
共有した。“手続きを簡単にしてほしい” “料金面の負担を軽減してほしい”などの保護者の声が紹介され
た。
園田氏（株式会社グッドバトン/産婦人科医師）による「地域の病児保育の現状とこれから」では、

3割の保護者にしか病児保育が利⽤されていない現状を共有し、ICTは利⽤しやすくするツールである
ことが紹介された。参加者のスマホに”体験版あずかるこちゃん“をダウンロードし、操作した。空き状
況がすぐにわかり、入力しやすいインターフェイスであることが体験できた。“社会全体で子育てする
社会を目指すべき”との考えを共有した。行政からの参加者からも「ICTの導入支援や周知に力を入れ
るべき」と共感を得た。
門田氏（小児科医師）の「小児科における遠隔診療の活⽤」では、遠隔診療を⽤いて、診療から処

方を病児保育内で行い、利⽤者の出勤時間を早める取り組みの実装研究が紹介された。門澤氏
(SOMPO Light Vortex) による 「遠隔診療体験〜離れていても聴診器診察が可能に！〜」では、 遠
隔診療の機器であるTyto CareⓇを⽤いて各グループで実際に咽頭、鼓膜の観察と、肺音・心音の聴取
を行った。参加者から「映像や心音肺音の鮮明に聞こえる」と驚きの声が挙がった。これらを通じて、
病児保育のDX化がもたらす可能性が明確になり、今後の普及モデル構築に向けた議論が深まった。

表の数字は昨日の
修正の通りでお願いいたします。

元の文章を以下のマゼンタで示した文章に
⼊れ替えていただけますようお願いいたします。（文字は⿊で）

門澤香莉氏

もう一枚写真を追加



参加者アンケート

本日のセミナーで印象に残ったことや感想をお聞かせください。
・遠隔診療の体験。
・病児保育の課題と社会システムが連動していくべきなのだと学びになりました。
・LINE での登録。
・病児保育の現状や最新の情報が得られました。
・予約サービス、遠隔診療。
・�病児保育の現状を知り、行政の立場として、サービスの導入支援や周知に力を入れていく必要があると感

じた。
・いろいろな分野でデジタル化はすすんでいるんだなぁと感じました。
・病児保育の現状、周知が足りていないこと。
・機械やアプリを使用できた事。
・�自分の勤務する病児保育でもネットアプリによる予約、保育記録をしているが、保育記録に写真は載せて

いないので、保護者として、写真があると安心するという言葉は印象的で今後写真掲載をかんがえていき
たいとおもいました。

19女性
3男性

430代
440代
850代
660代以上

年代回答者数

86.4％

13.6％



・全般通じて非常に興味深い内容で、ためになりました。
・保護者が安心して使いやすい仕組みを整えていなければと思いました。今日はとても勉強になりました。
・�現状やワークショップなど参加しなければ全く知らなかったことなど知ることができて色々な立場の方と

お話ができてとても有意義でした。まだ、機会があれば参加したいです。
・�先生方のビッグデータの先にもっと効果的で誰にでも優しい地域医療の姿があるんだろうと思いました。

利用者側だけでなく、支援者側が今回の取り組みによっていかに円滑な医療・福祉を提供できるように
なったか、データでみられる時代がくることを期待しております。

・�仕事と育児の両立の大変さを改めて考えさせられました。そのための病児保育。ずいぶん進歩して、利用
しやすくなっていることにも驚きました。遠隔診療が、気軽に受けられるようになれたら良いと願いま
す。

・TytoCare が簡単に使え、使い方も広がると思いました。
・�参加させていただきありがとうございました。大変学びが多く、充実した時間を過ごせました。また、参

加したいです。
・�充実した研修内容で、今後の病児保育の明るい未来につながる一歩となる日に立ち会えてとても光栄でし

た。
・�実際に子育てをしている登壇者様のお声を聞きながら、下野市の取り組みをとても羨ましく拝聴しており

ました。紙ベースの書類は保護者側も大変ですが、病児保育スタッフ側も正直手間です。受け入れ時に書
類を確認すると記入漏れがあったり、記入することを知らない保護者の方から嫌な顔をされたり、お子
様の様子が分からないため記入してもらえなかったりなど、スムーズにお預かりができないことも多いで
す。

・�あずかるこちゃんや遠隔診療によって、保護者とスタッフ双方が分かりやすく使いやすいシステムに変
わっていければ良いなと思いました。

・�遠隔診療がもっと普及したら お年寄りや子供の通院の付き添い、待ち時間の軽減などいい事ばかりだと
思った。

・�とても有意義な研修でした。なかなか病児保育の研修というものがないので、今回の研修は学びが多かっ
たです。病気の子を抱えて働く保護者の方が安心して預けられる環境がやはり必要なのだと思います。ま
だまだ利用する方が多いとはいえないですがこれからどんどん増えていくといいなと思います。保護者の
子どもが病気の中預ける葛藤をしっかり理解することで、声かけなどもできると思うので、そういったと
ころも大切にしていきたいです。

・�予約アプリや、遠隔診療も普及することで使いやすい体制がととのえられるのがよくわかりました。まだ
私の職場で実現したいと思っても難しいところがありますが、このようなことを自治体含めて普及してほ
しいとおもいました。

・�お医者さんが御多忙にもかかわらず、多数参加して下さり、体験を聞かせてくれ容貌も素敵で、親しみや
すかった。

・園児を遠隔診療で、診察して頂ける事と TytoCare の映像や心音 肺音が鮮明に聞こえる事に驚きました。
・�これからの病児や病後児保育は、電話ではなくスマホで、予約をする、スマホで、病状を書込みいろいろ

活用して今以上に働く親の手助けが、出来る保育園 幼稚園でありたい。
・病児保育DX に参加させて頂きありがとうございました。
・どのご講演も演習も興味深く、充実した内容だと思いました。どうもありがとうございました。

その他ご要望
・大変有意義な時間となりました。ありがとうございました。
・ますます病児保育の活動が発展される事をお祈りいたします。
・病児保育に従事しているスタッフ同士の交流の場を作ってほしいです。
・�定期手的に開催して欲しい！沢山の施設が、開校出来る様に、働く両親が安心してお仕事出来るような栃

木県にして頂きたい！有難う御座いました！




